




































































ハ｝ト・マウンテン ワイオミング 1076 
ローワー アーカンソー 4875 
アマッチェ コロラド 7318 
トパズ ユタ 8130 
ジェロ｝ム アーカンソー 8497 
ミニドカ アイダホ 9397 
マンザナー カリフォ lレニア 10046 
ギラ・リバー 71；ゾ十 13348 
ポスタン アリゾナ 17814 

































































































そして、 87年9月 17 日に米国憲法制200周年の日に下院本会議での議事が行なわれ、本命と思われ
た下院442号法案（市民的自由法案）が243対141で可決された。ょうやく、 88年8月 10日に大統領署名
を得たのである。
3.2 補償の内容
最後に補償の内容を見ていく。
まず、補償を受けるのはその当時、収容された日系の米国市民と永住外国人であった人々であ
る。しかし、日系アメリカ人を収容所に収容した大統領9066号によれば収容に直接関与した人々
だけではなく、軍の命令や移民局の措置などで収容された人も、転住を余儀無くされた人も含め
て、補償金を受けることが出来た。ただし、補償金をもらったのは同法成立時、 88年8月 10日に生
存していた人だけである。不幸な事に、補償金をもらうはずの12万の該当者のうち半分しか生存
していなかったのである。
補償に際して、米国政府側は補償金を受け取るはずの人々を捜し出した。つまり、強制収容所の
被害者達は補償金を受け取るのにわざわざ申請しなくても良かったのである。こうしてアメリカ
政府は過去の過ちに関して、責任を取って、謝罪と補償を行ったのである。（阿部 1991)
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4 補償運動の成功要因
ここまで補償運動の過程と内容を見てきたが、ここマ補償運動が成功した要因として次の三点に
ついて見ていく。
1つ目は「これは日系人の問題だけではなくアメリカの問題である。」（岡部 1991）と言う点が非常
に重要視された点にある。アメリカの憲法は個人の自由を守るために構成されたが、日系人を収
容所に入れた時点で米国はこの憲法の原則を破ったのである。日系人の戦後補償問題はそのよう
な過ちを二度とアメリカ社会に起こらないようにするための重要な運動という位置づけがあり、
それが成功をもたらした一つの要因であると言える。
2つ目には保守派と日系人兵士422部隊が関係していたという点である。 422部隊の兵隊達は収容所
に入れられながら、アメリカに対する忠義を失わず、人一倍戦った。彼らは他のアメリカ兵から
比べると、 5倍の死亡者を出している事からもこれが分かる。その勇気と芹胸のあった422部隊が
愛国心の強いアメリカの保守派を感動させた。そこまで国のために戦ってくれた兵隊違を認める
べきだという理由から、保守派なレーガン政権が最終的に補償法案を受け入れたのである。
3つ目はアメリカは、過去の過ちを認めた上で、 「他の国家による人権侵害に対する合衆国による
憂慮な表現を、より信頼するにたる真塾なものにする、 J 姿勢を打ち出そうとした事である（岡部
1991）。アメリカは世界の国々のよき模範となるために、おそらく日系人の強制収容問題を認めた
のである。
4つ目は日系社会が補償運動を進歩させるために努力と協力をした点である。始めの頃は日系二世
と三世の運動路線の違いなどが対立したが、結局それは時聞が過ぎると同時に、薄れていった。
日系人は、 「何よりも収容体験の重さとそれを正さねばならぬという決意に促されて、人々は考
えや方針の違いを乗り越えて協力したJ （阿部 1991）。
最終的に、補償運動は1つの要因だけではなく、上に述べたようないくつかの要因が重なって、成
功したものと考えられる。そして、その成功のおかげで日系アメリカ人はやっと悪夢のような過
去を乗り越えられたのである。
5 結び
ここでは日系アメリカ人の強制収容所の原因と生活状況及び戦後の補償運動の展開とその結果に
ついて見てきた。そして、彼らに成功をもたらしたのは収容所に収容されていた人々だけではな
く、日系三世の力も大きかった。しかし、筆者は日系人の強制収容所問題について文献を読んだ
時、まず、自由を誇りとしているアメリカを批判した。国民の自由を尊敬していると威張ってい
たアメリカが罪もない日系人の自由を剥奪した事からアメリカが偽善者だと考えた。しかし、ア
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(7) 
(8) 
メリカは50数年前の謝罪と補償を行なった。それで昔の過ちは100パーセント許される訳ではない
が、アメリカには誠意があると思った。過去の誤りを認める事によって、前に進む事が出来る。
日系アメリカ人の強制収容所問題を見てきて、筆者が学んだ事が二点ある。
第一点は最初に移住してきた民族は後に移住してきた他の民族を不等に扱う権利はない。前者で
あっても、後者であっても、人聞はみんな根本的に同じである。しかし、第二次世界大戦中、ア
メリカに昔移住した白人は、その当時アメリカに最近移住した日系人を迫害するようにアメリカ
政府に圧力をかけた。そして、その結果が不運な事に強制収容であった。
現在のアメリカ社会でもまだ前者の民族が後者の民族を不当に扱うケースはたくさん存在してい
る。合法的にアメリカに移住し、税金を払っていても、アメリカ人の国籍を持っていなければ、
同じベ対過を受けられず、不法者としてアメリカに移住した人々は地獄のような日々を過ごして
いる。彼らはいつもアメリカから追い出される事を恐れ、ぼろぼろのアパートの中に隠れ、まと
もな仕事も探せず、子供さえ学校に行けないのである。そして、皮肉な事にアメリカで移住を是
認される人々は普通経済的に安定している人や知識を持っている人が多く、移住権を拒絶される
人は東南アジアや南アメリカなどの固からの貧しい人々が多い。このようにアメリカの先では移
民達が後の移民達を迫害し、アメリカに入ってくる移民の数をコントロールしているのである。
第二点は自分の意見を主張する事の重要性である。日系三世は日系人が第二次世界大戦中強制収
容所に収容された事について疑問を持ち、直接アメリカ政府に告訴した。そして、その結果がア
メリカ政府からの謝罪と補償であった。しかし、三世やJACLのメンパーが、二世のように自分の
意見をアメリカ政府に積極的に主張していなかったら、多分、補償も謝罪も夢だけで終わってい
ただろう。
今後日系アメリカ人の強制収容問題のような事が二度と起こらないようにするために日本を初
め、世界の国々はこの二つの点に注目すべきである。
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